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《学校教育目標》相手の考えや気持ちを大切にし、互いに高め合う浜の子 

                                  

 

 

 

 

 

長縄跳び 

 校長 丹波 悟亮 

 

「はい。はい。はい。」と長縄を回す子が、跳ぼうとする子に声を掛けます。 

はまスポの長繩大会に向けて、子どもたちが練習をしていました。 

周りの子どもたちも「はい。はい。はい。」と、一緒に声をかけます。タイミングよく跳ん

でも、足に縄が引っかかったり、縄をぬけるときに洋服が縄にあたって、縄が止まってし

まったりしてしまうこともあります。それでも、「大丈夫。」「次、次」と前向きな声掛けをし

て跳び続けます。練習の日を追うごとに、跳ぶ回数が増え、クラスのチーム力が高まって

いく様子が伺えます。 

長縄を跳ぶ練習をクラスで行うと、クラスの子のコミュニケーションが良くなるという

話を聞きます。それは、長縄を跳ぶことで、縄のスピードに自分を合わせる。たとえ、縄に

引っかかっても、失敗に立ち止まらず、すぐ次を目指すという経験が、友だちとのコミュニ

ケーションの場面でも、役立つというのです。例えば、自分中心の考えから相手に合わ

せる思考へと変化したり、失敗しても大丈夫、次に頑張ろうという気持ちになったりする

のだというのです。 

実際に、学年ごと、クラスごとに跳ぶ回数の目標を決め、昨日のクラスの跳んだ回数

を乗り越えることで、様々な成長をしていきます。自分がスムーズに跳べるようになる瞬

間。跳べなかった友だちが跳べるようになる瞬間。自分のことだけでなく、クラスのまとま

りを意識するようになる瞬間。みんなの力が合わさって記録更新をした瞬間。友達と笑

顔を交わす瞬間。 

本当に素晴らしい成長をしています。子どもたちのパワーや可能性を実感する瞬間

です。見ているこちらも笑顔になります。 

１０月は、前期と後期の分岐点です。前期までの成長と経験を生かして、後期は多く

の行事を通じて、更に子どもたちが成長する姿が楽しみです。 経験が子どもたちを成

長させる。そうなるよう、成長のチャンスを生かして、浜小の教職員で指導、支援をしてい

きたいです。 

10 月号 横浜市立浜小学校 

校長   丹波 悟亮 

 


